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図３．栄養塩の推移（桑名地区を除く） 

 

3.ノリ養殖経過 

今漁期は，平年よりも速いペースで水温が順調に低下

した。育苗は昨漁期同様に順調に行われ，各地とも健全

度の高い種網の確保ができた。昨漁期は，プランクトン

の発生･長期化による栄養塩の低下，重度の色落ち被害

が発生し，生産を一時見合わせる漁場もあったが，今漁

期においては一時的な色調低下があったものの，長期化

することもなく定期的な降雨と時化にともなう栄養塩

の補給により短時間での色調回復が見られた。鳥羽地区

では，漁期を通じて食害に悩まされた漁場もあったが，

伊勢湾全体においては，大きな病害発生もなく，3 月下

旬まで生産を続ける漁場が見られるほど近年ではめず

らしい非常に海況に恵まれた漁期であったと言える。 
 

 

4.共販結果 

当初，20年度漁期においては合計9回の共販の開催が

予定されていたが，育苗期以降の海況が良好に推移した

こともあり，12月2日に臨時共販が開催され，鈴鹿地区

以南の漁場から出品があった。枚数は252万枚と少なか

ったものの，平均単価は1,474円，合計金額は3,700万

円であった。 
年内生産について昨漁期と比較すると，生産枚数では

4千303万枚と約6%減少したが，平均単価は1088円と

約32％増であったため，生産金額は4億6千815万円

と約25％増加した。 
平成20年度漁期は，最終共販が4月17日に開催され，

生産枚数は，前年度比113％の約3億3百万枚，生産金

額は，前年度比124％の25 億 6 千万円であった．平均

単価は，前年度比110％の842円であった。漁期後半に

あたる 3 月においても，下物価格が安定していたため，

伊勢湾各地で生産が続けられた。 
全国における今漁期の出荷枚数は約 90 億 8,900 万枚

と対前年比で約5%増であった。平均単価は，8円80銭

となり，前年度に比べ10銭下回った。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４．汐別生産枚数と単価の推移 
 

 


